
 

 

 

 

発行 札幌市豊平区西岡・福住地区在宅医療連携拠点事業推進協議会 「とよひら・りんく」事務局 

               
         2013年度第 1回終末期研修会を開催 

2013年 6月 24日（月）18:30～20:00（西岡福住地区センター） 

                  2013年度第１回終末期カリキュラム研修会を開催しました。 

医療・介護関係者等、75名が参加されました。 

                                 

 実践報告①：特別養護老人ホームふるさと  実践報告②：愛の家グループホーム札幌川沿 

                          

                                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           

 

 

 

 

 

 

 

札幌市豊平区西岡・福住地区在宅医療連携拠点事業推進協議会    2013年 6月 28日発行 第 16号 

 

 

特別養護老人ホームふるさと小林孝広施設長・飯田とよ子看護主任（写真 

上）とグループーム札幌川沿 中谷みさホーム長（写真下）に看取り介護の 

実践報告をして頂きました。担当の医師からもフロア発言を頂きました。 

アンケート（一部） 

・医療機関との連携について、今後より具体的な内容を知りたいと感じまし 

た。（医療機関医師） 

・職員の想いのこもった実践報告で良かったです。（介護施設管理職） 

・これから看取り実践の対応を準備している中、具体的な内容で参考になり 

ました。（介護施設管理職） 

・看取りの状況がイメージできました。（調剤薬局薬剤師） 

・他施設の看取り実践を聞けて良かったです。（介護施設ｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ） 

・看取り実践によりご家族、職員がどのような状況であったかを具体的に知 

ることが出来て、研修会の効果を感じました。（介護施設ｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ） 

・具体的な事例が細かく発表され参考になりました。（介護施設介護職） 

 

 

実践報告 

 

 

とよひら・りんく事務局より今年度の終末期カリキュラム研修会のスケジュ

ールについてご案内させて頂きました。今年度も合計 4 回の研修会を予定して

おります。 

第 2 回 9 月 30 日（月）「認知症ケアについて」 

第 3 回 12 月 16 日（月）「医療機器体験会」 

第 4 回 2 月 24 日（月）「実践報告、来年度に向けて」 

 

 また、この終末期カリキュラム研修会を実施し、少しずつ成果が見られてい

ると思いますので、昨年度実施致しました介護施設の医介護職への看取り介護

に関するアンケート、一昨年度実施致しました介護施設の受け入れアンケート

について、今年度も実施し、過去の統計と比較したいと考えております。 

 皆様のアンケートへのご協力をお願い致します。 

 アンケート結果は第 4 回でご報告させて頂く予定です。 

今年度の研修会について 

 
研修会の様子 

（右）グループワークの様子 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    2013年度は以下の活動を予定しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他、秋頃に口腔ケア研修会を予定しております。 

日程が決まりましたら、ご連絡致します。 

また、活動スケジュールはホームページにも掲載しております。   ホームページ：http://www.toyohiralink.jp/   

                            

 とよひら・りんく事務局 西岡病院 地域連携室 岡村・川村 

電 話 011-853-8322（平日 9－17 時）  メールアドレス：info@toyohiralink.jp  

看取りについて参加者によるグループワークを行い、数グループに発表をして頂きました。 

今回は医師、看護師、ソーシャルワーカー、介護職、薬剤師等の職種別のグループ構成で行いました。 

   

グループワークでの意見の一部をお知らせ致します。 

介護施設 施設長などのグループ 

・看取りを実施しているが、スタッフの負担に気を配っている（全職員で対応できる体制作り）。 

・看取り指針をどのように具体化していくかが重要と考えている。 

・他の施設の実践報告を自施設で行って頂くことを考えている。 

ソーシャルワーカーのグループ            看護職のグループ 

・地域住民の意識としてはまだ病院で亡くなることを  ・看護職への負担感が大きいので、チームケアの徹底が 

想定されている方が多い。              重要になってくるのでは。 

・医師同士の連携が出来るような支援が重要である。  ・介護職が経験を積むことで、その後の対応がスムーズ 

・現場の看介護職員の不安を取除く対応も必要では。  になることを実感している。 

薬剤師のグループ                  介護職のグループ 

・医療機関－介護施設間の情報提供が進んでいるが、  ・一部の方の負担が大きくなってしまうのでは。 

まだ薬局への情報提供が少ない。           ・建物（設備）上の課題も多くあり、検討が必要である。 

・訪問診療（往診）時の情報の他、その後の経過に   ・当初は戸惑っていたが、現在はスムーズに対応できる。 

ついての情報把握がまだ不十分である。              様々なご意見ありがとうございました。 

 

グループワーク 

２０１３年度活動スケジュール 

[合同会議] 

第 2回 8月 26日（月） 

・主治医意見書について ・グループワーク 

第 3回 10月 28日（月） 

・感染症対策について（講義と実習） 

第 4回 3月 17日（月） 

・今年度の活動の総括  ・グループワーク 

[終末期カリキュラム研修会] 

第 2回 9月 30日（月） 

・認知症の理解 ・グループワーク 

第 3回 12月 16日（月） 

・医療機器体験会 

第 4回 2月 24日（月） 

・今年度の活動の総括 ・グループワーク 

 

http://www.toyohiralink.jp/
mailto:info@toyohiralink.jp

